
全
面
勝
利
命
令
に
あ
た
っ
て
の
声
明

１
．
東
京
都
労
働
委
員
会
は
、

本
日
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ニ
ア

契
約
社
員
の
労
働
条
件
交
渉

を
巡
る
不
当
労
働
行
為
救
済

命
令
申
立
事
件
に
関
し
て
、

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
（
以
下
「
会
社
」
）

及
び
キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン

（
以
下
「
キ
ン
ド
リ
ル
」
）

の
対
応
が
誠
実
団
体
交
渉
義

務
に
違
反
す
る
不
当
労
働
行

為
に
該
当
す
る
と
し
て
、
救

済
命
令
を
発
し
た
。

２
．
会
社
は
、
２
０
１
３
年

４
月
、
改
正
高
齢
者
雇
用
安

定
法
に
対
応
し
て
、
定
年
退

職
後
に
雇
用
継
続
を
希
望
す

る
社
員
を
65
歳
ま
で
雇
用
を

継
続
す
る
「
シ
ニ
ア
契
約
社

員
」
制
度
を
設
け
た
。
し
か

し
、
シ
ニ
ア
契
約
社
員
の
賃

金
（
月
給
）
は
、
担
当
業
務

を
問
わ
ず
、
月
額
一
律
17
万

円
と
当
時
の
最
低
賃
金
違
反

す
れ
す
れ
の
低
賃
金
と
さ
れ

賞
与
も
支
給
さ
れ
ず
、
正
社

員
の
退
職
前
給
与
の
約
２
割

に
減
額
さ
れ
る
と
い
う
著
し

い
待
遇
格
差
が
生
じ
た
。
こ

の
待
遇
格
差
の
理
由
に
つ
い

て
、
会
社
は
「
シ
ニ
ア
契
約

社
員
が
担
当
す
る
業
務
の
重

要
度
・
困
難
度
を
勘
案
し
決

定
し
た
」
と
回
答
す
る
だ
け

で
あ
っ
た
。

組
合
は
、
会
社
に
対
し
、

各
シ
ニ
ア
契
約
社
員
が
担
当

す
る
業
務
は
全
く
異
な
る
う

え
、
定
年
前
と
ほ
ぼ
同
じ
業

務
を
し
て
い
る
者
も
い
る
の

に
何
故
給
与
額
が
一
律
17
万

円
に
な
る
の
か
、
各
シ
ニ
ア

契
約
社
員
が
担
当
す
る
業
務

の
重
要
度
・
困
難
度
を
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
評
価
し
た

の
か
、
比
較
対
象
と
な
る
正

社
員
の
業
務
と
は
何
か
等
に

つ
い
て
、
資
料
を
提
出
し
て

具
体
的
に
説
明
す
る
よ
う
求

め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
会

社
は
何
ら
資
料
を
提
出
せ
ず

に
従
前
の
抽
象
的
な
説
明
を

繰
り
返
す
の
み
で
、
具
体
的

な
説
明
を
全
く
し
な
い
と
い

う
不
誠
実
な
対
応
に
終
始
し

た
。そ

こ
で
、
組
合
は
、
２
０

２
０
年
11
月
、
シ
ニ
ア
契
約

社
員
の
労
働
条
件
の
根
拠
を

具
体
的
に
説
明
す
る
こ
と
及

び
ポ
ス
ト
・
ノ
ー
テ
ィ
ス
を

求
め
て
、
都
労
委
に
不
当
労

働
行
為
救
済
命
令
を
申
し
立

て
た
。

３
．
都
労
委
は
、
次
の
と
お

り
会
社
及
び
キ
ン
ド
リ
ル
の

対
応
を
不
当
労
働
行
為
と
認

定
し
た
。
「
会
社
は
、
17
万

円
と
い
う
給
与
金
額
の
算
定

根
拠
や
、
制
度
導
入
以
来
そ

れ
が
変
わ
っ
て
い
な
い
理
由

に
つ
い
て
は
、
抽
象
的
な
説

明
を
す
る
だ
け
で
、
資
料
に

基
づ
い
た
具
体
的
な
説
明
等
」

を
行
っ
て
い
な
い
と
し
、

「
組
合
ら
は
、
長
年
に
わ
た

り
シ
ニ
ア
契
約
社
員
の
処
遇

改
善
を
会
社
に
要
求
し
、
社

会
情
勢
や
定
年
後
再
雇
用
を

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
応

じ
て
、
会
社
に
改
善
す
べ
き

根
拠
を
示
し
て
き
て
お
り
、

本
件
団
体
交
渉
に
お
い
て
も
、

シ
ニ
ア
契
約
社
員
の
給
与
が

低
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
根

拠
を
示
し
た
上
で
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法

の
説
明
義
務
に
基
づ
く
具
体

的
な
説
明
を
求
め
て
い
た
の

に
対
し
、
会
社
は
、
組
合
ら

の
質
問
に
応
じ
た
具
体
的
な

説
明
や
回
答
を
行
わ
ず
、
従

前
と
同
様
の
抽
象
的
な
回
答

を
繰
り
返
し
て
い
た
の
で
あ

る
か
ら
、
…
（
中
略
）
…
団

体
交
渉
に
お
け
る
会
社
の
対

応
は
、
不
誠
実
な
団
体
交
渉

に
当
た
る
（
２
面
に
続
く
）

★本誌掲載記事の無断掲載・複写を禁じます。 連絡先メール： kumiai@jmitu-ibm.org

(1)２０２４年４月１日 か い な 第２４４３号

真実を伝える
組 合 機 関 紙

J M I T U ( 日 本 金 属 製 造
情 報 通 信 労 働 組 合 )
日 本 ア イ ビ ー エ ム 支 部

東京都港区赤坂2丁目20の6
川瀬ビル5F 〒107-0052
T E L : 0 3 - 3 5 8 3 - 9 0 3 7
F A X : 0 3 - 5 5 6 2 - 0 8 5 3

定価 月 500円

★ 「かいな」記事をWEBで読めます。「組合 かいな」で検索

２０２４年４月１日 か い な 第２４４３号(4)

加
入
し
て
み

て
初
め
て
分
か
っ

た
こ
と
だ
が
組

合
は
ま
さ
に
正

義
そ
の
も
の
で

あ
っ
た
▼
社
内

活
動
だ
け
で
な
く
む
し
ろ
社

外
に
お
い
て
有
意
義
な
活
動

を
頻
繁
に
行
い
、
友
好
団
体

と
の
交
流
も
含
め
一
つ
の
団

体
組
織
と
し
て
日
本
社
会
の

中
で
健
全
に
活
躍
し
て
い
る

と
率
直
に
思
う
。
実
際
に
他

労
組
や
上
部
組
織
、
関
連
団

体
な
ど
か
ら
も
Ｉ
Ｂ
Ｍ
支
部

の
労
働
界
に
お
け
る
貢
献
度

の
高
さ
は
大
き
く
称
賛
さ
れ

て
い
る
▼
私
自
身
も
、
ど
こ

に
あ
る
か
も
知
ら
な
か
っ
た

裁
判
所
や
最
高
裁
、
労
働
委

員
会
や
厚
労
省
な
ど
を
は
じ

め
国
会
や
衆
参
議
員
会
館
な

ど
に
も
足
繁
く
通
っ
た
▼
新

卒
入
社
で
転
職
経
験
も
な
い

私
に
と
っ
て
一
会
社
員
と
い

う
狭
い
視
界
し
か
持
た
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
人
生
と
は
全
く

違
っ
た
日
本
社
会
の
中
枢
に

目
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
組

合
に
入
っ
た
こ
と
に
よ
り
自

分
も
確
か
に
日
本
の
社
会
の

中
で
活
動
し
て
い
る
と
い
う

実
感
を
持
て
て
い
る
。(

Ｈ)

裁判・労働委員会スケジュール

以下に今後のスケジュールをお知らせします。

定年後再雇用賃金差別裁判 組合ホームページをご確認下さい。

ＡＩ不当労働行為事件 5/17(金) 9:20 都庁第一庁舎南１階集合

定年後再雇用不当労行為事件 3/18(月)に都労委から命令が交付されました。

定年後再雇用賃金差別
不当労働行為を認定
都労委で全面勝利命令！



本部 企業 (支部・分会) 回答額 ％
千葉 高橋商事 25,000 6.38
大阪 大和工業 23,382 7.86
茨城 ﾎﾞｯｼｭ･ﾚｯｸｽﾛｽ 16,397 4.75
東京西部 ニッタン 16,280 5.69
大阪 日立建機ティエラ 15,700 5.42
東京西部 カイジョー 15,325 5.06
東京西部 電設 15,000 6.15
東京北部 東洋精機 14,910 4.21
東京西部 超音波工業 14,187 4.39
東京東部 大東工業 13,000 3.07
埼玉 自動車精工 12,825 3.83
埼玉 東京セキスイ 12,500 3.71
東京西部 リオン 12,400 4.10
兵庫 日本水産姫路 12,200 6.00
埼玉 村松フルート 12,100 3.75

JMITU主要企業 賃上回答速報

％ 2022年
同時期

2023年
同時期

2024年

7%以上 0 1 1
6%台 0 0 3

5%台 0 0 3
4%台 0 2 4
3%台後半 1 6 3

3%台前半 4 2 1
2%代後半 5 2 0

2%台前半 1 1 0
1%台後半 1 0 0
非公開 3 1 0

計 15 15 15

JMITU主要企業 賃上率回答分布 (速報)

(3)２０２４年４月１日 か い な 第２４４３号

★ 「かいな」の更新情報をメールで購読できます。「組合 かいな」で検索★ 「かいな」のバックナンバーがWEBで読めます。「組合 かいな」で検索

２０２４年４月１日 か い な 第２４４３号(2)

３
月
14
日
夕
方
、
み
ん
な

で
手
を
取
り
合
っ
て
大
幅
賃

上
げ
を
実
現
し
よ
う
と
、
24

年
国
民
春
闘
南
部
地
区
共
同

行
動
が
蒲
田
駅
東
口
で
行
わ

れ
、
東
京
南
部
地
区
に
あ
る

ロ
ー
カ
ル
セ
ン
タ
ー
７
団
体

（
大
田
区
労
協
、
大
田
区
労

連
、
品
川
労
協
、
港
区
労
連
、

目
黒
区
労
連
、
目
黒
区
労
協
、

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
東
京
地
本
・
南

部
地
協
）
と
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
支

部
の
争
議
団
が
参
加
し
ま
し

た
。

Ｊ
Ｒ
と
東
急
電
鉄
が
乗
り

入
れ
一
日
の
乗
降
客
数
が
30

万
人
を
超
え
る
蒲
田
駅
の
駅

前
ロ
ー
タ
リ
ー
で
、
街
頭
を

行
き
交
う
多
く
の
人
に
向
け

て
、
「
す
べ
て
の
仲
間
の
賃

上
げ
と
雇
用
の
確
保
で
く
ら

し
と
経
済
を
立
て
直
そ
う
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
書
か
れ
た

横
断
幕
を
掲
げ
な
が
ら
、
チ

ラ
シ
約
８
０
０
枚
を
配
布
し

ま
し
た
。

７
団
体
が
賃
上
げ
で
団
結

参
加
し
た
７
団
体
の
代
表

者
は
順
番
に
訴
え
を
行
い
、

最
後
に
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
東
京
地

本
・
南
部
地
協
の
小
泉
議
長

が
「
先
進
国
で
あ
る
日
本
で

実
質
賃
金
が
上
が
ら
な
い
ど

こ
ろ
か
、
な
ぜ
下
が
る
よ
う

に
な
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、

日
経
連
の
「
新
時
代
の
日
本

的
経
営
」
が
原
点
だ
。
こ
れ

ま
で
の
労
使
慣
行
を
壊
し
た
。

特
に
春
闘
を
終
わ
ら
せ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
労
働
者
の
賃

金
が
抑
制
さ
れ
、
失
わ
れ
た

30
年
が
生
ま
れ
た
。
な
ん
と

し
て
も
、
今
春
闘
で
大
幅
賃

上
げ
を
勝
ち
取
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。
以
下
は
共
同
行
動
の

チ
ラ
シ
の
抜
粋
で
す
。

＊

＊

＊

＊

＊

こ
の
11
年
間
で
、
実
質
賃

金
は
32
万
６
千
円
も
下
が
り

ま
し
た
。
一
方
で
大
企
業
の

内
部
留
保
は
、
コ
ロ
ナ
禍
、

物
価
高
騰
、
資
材
高
騰
の
中

で
も
５
２
７
兆
円
と
過
去
最

高
を
更
新
し
ま
し
た
。
役
員

報
酬
は
31
・
５
％
増
、
内
部

留
保
は
53
・
３
％
増
。
配
当

金
は
12
年
度
の
13
・
５
兆

円
か
ら
22
年
度
は
29
・
７

円
へ
と
２
倍
に
増
え
て
い
ま

す
。
溜
め
込
ん
だ
現
金
・
預

金
も
12
年
度
の
46
・
３
兆

円
か
ら
22
年
度
は
81
・
５

兆
円
へ
と
76
％
も
増
加
し
て

い
ま
す
。

１
９
９
５
年
日
経
連
の

「
新
時
代
の
日
本
的
経
営
」

が
今
日
の
失
わ
れ
た
30
年
を

生
み
ま
し
た
。
政
府
・
財
界

が
、
正
規
雇
用
か
ら
非
正
規

雇
用
へ
の
置
き
換
え
を
進
め
、

労
働
者
の
賃
金
を
抑
え
込
ん

だ
結
果
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
６
割
を

占
め
る
消
費
購
買
力
を
失
わ

せ
、
一
人
あ
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

が
Ｇ
７
で
最
下
位
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
加
盟
38
カ
国
中
21
位
と
、

日
本
経
済
を
冷
え
込
ま
せ
た

の
で
す
。

企
業
に
は
労
働
者
の
生
活

を
守
る
社
会
的
責
任
が
あ
り

ま
す
。
内
部
留
保
の
ほ
ん
の

一
部
を
使
う
だ
け
で
、
物
価

高
騰
を
超
え
る
賃
上
げ
を
実

現
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

異
常
な
物
価
高
騰
、
下
が

り
続
け
る
実
質
賃
金
の
今
日
、

大
幅
賃
上
げ
は
待
っ
た
な
し

で
す
。

あ
な
た
も
労
働
組
合
に
加

入
し
て
、
24
春
闘
で
な
か
ま

と
一
緒
に
物
価
高
騰
を
超
え

る
賃
金
10
％
以
上
Ｕ
Ｐ
、
月

額
３
万
円
以
上
、
時
給
２
０

０
円
以
上
の
賃
上
げ
を
求
め
、

声
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。

組 合 な ん で も 相 談 窓 口
会社名 事業所名 職 場 名 氏名 電話番号

IBM 箱崎 ＩＳＥＬ 大岡 義久 090-5243-3082

Kyndryl 六本木 サービスエクセレンス 笹目芳太郎 080-5915-6329

IBM 大宮西 ＴＬＳ．ＣＥ 佐久間康晴 080-5915-7817

IBM 大阪 ＴＬＳ 河本 公彦 080-5915-5204

事務所

連絡先

TEL 03-3583-9037(月水金 13-16時・除休日) FAX 03-5562-0853

メール kumiai@jmitu-ibm.org WEB https://www.jmitu-ibm.org/

注）上記窓口は事業所にこだわらず、連絡のとれる電話番号へどうぞ

法律相談 労働問題・民事一般相談受付（要予約）

東京法律

事務所

弁護士 水口洋介、今泉義竜、本田伊孝 http://tokyolaw.gr.jp/

東京都新宿区四谷1-4 四谷駅前ビル TEL 03-3355-0611(代)

旬報法律

事務所

弁護士 大熊政一、山内一浩、並木陽介、細永貴子 http://junpo.org/

東京都千代田区有楽町1-6-8松井ビル 受付7F TEL 03-3380-5311(代)

桜木町
法律事務所

弁護士 岡田 尚

横浜市中区山下町207-2 関内JSビル6階 TEL 045-212-1503

ほづみ
法律事務所

弁護士 穂積匡史 http://hozumi-shinyuri.jp/ TEL 044-959-3550

川崎市麻生区上麻生1-6-1 かわしん新百合ヶ丘ビル305号

24
年
国
民
春
闘
南
部
地
区
共
同
行
動

す
べ
て
の
仲
間
の
賃
上
げ
と
雇
用
確
保
で
く
ら
し
と
経
済
を
立
て
直
そ
う

（
１
面
か
ら
続
く
）
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
」
と
し
て
、

「
シ
ニ
ア
契
約
社
員
を
バ
ン

ド
３
に
位
置
付
け
て
給
与
額

等
を
決
定
し
た
理
由
、
シ
ニ

ア
契
約
社
員
と
正
社
員
と
の

待
遇
の
相
違
の
理
由
、
シ
ニ

ア
契
約
社
員
制
度
導
入
以
降

給
与
を
据
え
置
い
て
い
る
理

由
を
具
体
的
に
説
明
す
る
な

ど
し
て
、
誠
実
に
応
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
命
じ
、

本
社
内
の
見
や
す
い
場
所
で

の
文
書
の
掲
示
を
命
令
し
た
。

ま
た
、
キ
ン
ド
リ
ル
に
対
し

て
も
、
会
社
分
割
し
た
と
し

て
も
不
当
労
働
行
為
責
任
を

承
継
す
る
と
判
断
し
た
も
の

で
あ
る
。

４
．
本
命
令
は
、
会
社
が
シ

ニ
ア
契
約
社
員
の
よ
う
な
非

正
規
社
員
の
低
廉
な
賃
金
等

に
つ
い
て
そ
の
具
体
的
根
拠

を
説
明
し
な
い
こ
と
の
不
当

性
を
明
ら
か
に
し
た
点
で
大

き
な
意
義
が
あ
る
。
ま
た
、

本
命
令
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・

有
期
雇
用
労
働
法
が
禁
止
し

て
い
る
正
社
員
と
非
正
規
社

員
と
の
不
合
理
な
待
遇
差
を

是
正
す
る
た
め
に
も
誠
実
な

団
体
交
渉
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
示
す
と
と
も
に
、
非
正

規
社
員
か
ら
正
社
員
と
の
待

遇
差
の
説
明
を
求
め
ら
れ
た

会
社
は
待
遇
の
相
違
の
内
容
・

理
由
を
具
体
的
な
根
拠
を
示

し
て
説
明
し
な
け
れ
ば
同
法

14
条
の
説
明
義
務
違
反
と
な

り
不
誠
実
団
交
に
つ
な
が
る

こ
と
を
示
し
た
点
で
も
大
き

な
意
義
が
あ
る
。

５
．
組
合
は
、
会
社
及
び
キ

ン
ド
リ
ル
に
対
し
て
、
中
労

委
に
再
審
査
を
申
し
立
て
ず

に
団
体
交
渉
で
誠
実
に
対
応

し
、
シ
ニ
ア
契
約
社
員
の
待

遇
格
差
の
改
善
を
図
る
こ
と

を
強
く
求
め
る
。

ま
た
、
本
命
令
は
、
事
件

当
事
者
で
あ
る
両
社
だ
け
で

な
く
全
て
の
使
用
者
に
は
、

非
正
規
労
働
者
の
待
遇
格
差

是
正
要
求
に
対
し
て
は
、
誠

実
団
体
交
渉
義
務
が
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で

あ
る
。
現
在
の
春
闘
で
の
非

正
規
社
員
待
遇
格
差
是
正
の

前
進
に
つ
な
が
る
命
令
で
あ

る
。今

後
も
組
合
は
シ
ニ
ア
契

約
社
員
を
は
じ
め
と
す
る
非

正
規
社
員
の
労
働
条
件
改
善

の
た
め
全
力
を
尽
く
す
所
存

で
あ
る
。

以
上

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、
キ
ン
ド
リ

ル
ジ
ャ
パ
ン
は
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ

Ｕ
24
春
闘
要
求
へ
の
３
月
６

日
回
答
に
お
い
て
、
本
給
の

10
％
引
き
上
げ
を
柱
と
す
る
、

物
価
高
騰
を
上
回
る
賃
上
げ

要
求
に
対
し
、
有
額
回
答
を

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

組
合
は
、
両
社
の
３
月
６

日
回
答
を
不
服
と
し
て
、
３

月
７
日
の
１
次
ス
ト
ラ
イ
キ

（
か
い
な
前
号
参
照
）
に
続

き
、
３
月
14
日
、
午
前
９
時

か
ら
２
次
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決

行
、
従
業
員
の
生
活
軽
視
に

抗
議
し
ま
し
た
。

２
次
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
キ

ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
本
社
前

で
、
午
前
８
時
45
分
か
ら
の

宣
伝
行
動
に
続
き
、
９
時
か

ら
ス
ト
ラ
イ
キ
行
動
（
左
上

写
真
）
を
決
行
。
前
回
同
様
、

参
加
時
間
を
９
時
か
ら
17
時

36
分
の
間
に
設
定
し
た
６
つ

の
時
間
か
ら
選
択
、
出
社
ま

た
は
在
宅
に
て
参
加
す
る
形

で
実
施
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
24
春
闘
情
勢

３
月
14
日
時
点
の
速
報
で
、

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
主
要
企
業
15
社

の
賃
上
げ
回
答
（
左
上
表
）

は
昨
年
を
上
回
る
高
水
準
の

成
果
を
上
げ
て
お
り
、
賃
上

げ
率
回
答
の
分
布
（
左
下
表
）

は
背
景
色
で
示
し
た
よ
う
に
、

主
た
る
分
布
域
が
昨
年
、
今

年
と
確
実
に
上
昇
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
主
要
15
社

は
物
価
高
騰
の
な
か
賃
上
げ

で
従
業
員
の
生
活
に
配
慮
し

て
お
り
、
有
額
回
答
が
い
ま

だ
に
無
い
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、
キ

ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
と
の
違

い
が
際
立
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
支
部
・
分

会
で
は
、
さ
ら
に
今
後
の
団

体
交
渉
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ

る
回
答
額
の
上
積
み
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

３
月
14
日
２
次
ス
ト
決
行

Ｉ
Ｂ
Ｍ
、
キ
ン
ド
リ
ル
は
賃
上
げ
回
答
を
せ
よ

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
主
要
企
業
は
昨
年
よ
り
高
水
準

24春闘


